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■背景とねらい 

越冬性に課題のあった小麦「ハナマンテン」

から新品種の「東山 53 号（ハナチカラ）」への

全面品種転換にあたり、タンパク含量など品質

確保を図るため実証試験結果に基づき生産者指

導を行う。 

■本年度の取組と成果 

１ 開花期追肥増量実証試験 

小麦「東山 53号（ハナチカラ）」は「ハナマ

ンテン」と比較し多収が見込まれることから、

品質確保のため、伊那市東春近において開花期

追肥増量実証試験ほを設置した。試験区は慣行

施肥量の 1.5倍量として、収量及びタンパク含

量等を調査したところ、その効果が確認された。 

２ 栽培指針の策定 

小麦「東山 53号（ハナチカラ）」の施肥基準

を定め、品種特性に応じた栽培指針を策定した。  

栽培指針は指導会資料として、ＪＡ上伊那か

ら全生産者に配布された。 

３ 小麦栽培指導会の実施 

小麦播種前の 10 月及び越冬期の２月に栽培

指導会を行い、生産者に対して栽培指針に沿っ

て、施肥のほか雑草・病害防除等の指導を実施

した。播種作業は順調に行われ、生育は順調に

経過、品種転換は問題なく行われた。 

■今後の課題と対応 

 次年度４月にも小麦栽培指導会を予定してお

り、開花期追肥と赤かび病防除、適期収穫等の

指導を行い、小麦「東山 53 号（ハナチカラ）」

の生産安定を図る。 

また、生産者からの要望により開花期の追肥

作業の省力化を図るため、緩効性成分を調整し

た専用の追肥一発肥料の現地試験を３月に実施

し、実用性と普及について検討する。 

（技術経営係 福本） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    ＜中山間地域間地域ルネッサンス推進事業＞ 

■背景とねらい 

 駒ケ根市、宮田村では、平成 26 年度から地元

産二条大麦「小春二条」を使って地ビール、ウ

イスキーの醸造をする６次産業化プロジェクト

を立ち上げている。平成 27 年度 12a から試験

栽培を始め、年々面積を増やしてきた。令和４

年産の播種面積は 10.2ha、収穫量は 29.4t、平

均反収は 288 ㎏/10a となった。 

■本年度の取組と成果 

１ 栽培講習会、検討会 

６月８日に生産者も参加し、収穫前巡回を行

い作柄、収穫時期、採種場所等の検討を行った。

生育は概ね順調であったが、一部で倒伏と凍霜

害が見られた。 

８月４日に関係者の打ち合わせ会議を行い、

令和４年度の栽培反省を行い栽培指針の見直し

と条間変更、ビール粕利用試験を行っていくこ

ととした。 

８月 30 日に栽培説明会を行い、支援センタ

ー生産者に栽培指針の見直しの説明を行った。 

２ 技術支援、情報提供 

 定点８か所の生育調査を行い、追肥や収穫時

期の判断のため駒ケ根市、ＪＡを通し、生産者

に情報提供を行った。 

３ 先進地視察研修 

 小春二条栽培の先進地視察として、安曇野市

堀金の先進農家を視察した。参加者は生産者５

名、関係機関８名、支援センター３名で、二条

大麦の栽培以外にも、ホップの栽培、ブロック

ローテーションなど幅広い分野の話が聞け、有

意義な研修となった。 

■今後の課題と対応 

 倒伏防止を最重要課題として、狭畦試験など

を行い、地域循環型農業推進のため、ビール粕

利用試験を行う。 （地域第二係 菅澤、山戸） 

小麦「東山 53号（ハナチカラ）」

への転換と生産安定 

Ⅰ 重点活動課題 
重点推進方策Ⅱ 実需者ニーズに応じた高品質米生産と 

              水田総合活用による土地利用型農業の推進 
水田農業経営体の複合化、新品種・新品目導入による活性化 

二条大麦「小春二条」の安定生産 
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■背景とねらい 

 主食用米の生産調整が求められる中、早生・

多収品種である水稲「つきあかり」、「ふくおこ

し」を飼料用米として活用するため、多肥栽培

による増収性と立毛乾燥の有効性を検討し、関

係機関による耕畜連携を推進しながら、飼料米

の生産拡大を図る。 

■本年度の取組と成果 

１ 飼料用としての多肥栽培試験の実施 

 伊那米総合試験地（伊那市美篶）において、 

「つきあかり」及び「ふくおこし」の多肥試験

区（総窒素量 11.4kg/10a）を設置し、慣行施肥

区（総窒素量 8.4kg/10a）と比較した。多肥試験

区で生育期に草丈が高くなる傾向が見られたが、

茎数・穂数に大きな差はなく、結果的に明らか

な増収効果は認められなかった。なお、「つきあ

かり」は立毛乾燥により 10月 12日に収穫し、

玄米水分は 14.9%で、乾燥せずに脱穀調製が行

えた。粗玄米は伊那市内の酪農経営体に試験飼

料として提供し、品質的にも問題はなく、立毛

乾燥の有効性が確認された。 

２ 耕畜連携にかかる意見交換会の開催 

１月 27日に伊那市内の酪農経営体（１件）と

水田経営体（５件）のほか、ＪＡ上伊那、伊那

市、伊那酪農協、支援センターを交えて意見交

換を行った。酪農経営体からは、飼料高騰によ

り地域でのＷＣＳ、飼料米の生産要望が高まっ

ており、水田経営体では、飼料米生産に向けて

の課題整理が行われ、関係機関で今後の取組な

どを共有することができた。 

■今後の課題と対応 

 今後も耕畜連携にかかる意見交換会を開催し、

経営体と関係機関の連携による「飼料米生産供

給推進体制」の構築を進める。 

 また、国の方針により、令和６年度より水田

活用交付金を満額で受けるためには専用品種で

の取組が必要となることから、「ふくおこし」な

ど、これに対応する飼料用品種の選定と低コス

ト多収栽培試験を行いつつ、水田経営体による

試験生産と畜産経営体への供給体制（生産供給

モデル）を検討する。 

（技術経営係 福本） 

 

 

 

■背景とねらい 

 県で育成された大豆の新品種「東山 231号（す

ずみのり）」は中生で、上伊那地域で栽培されて

いる晩生品種の「ナカセンナリ」、「ギンレイ」

よりも成熟期が早い。そこで、本品種の現地適

応性を確認し、本品種と小麦との二毛作体系の

有効性について検討する。 

■本年度の取組と成果 

１ 実証ほの設置 

伊那市富県の農業法人のほ場（標高：706m）

において、６月 19日、６月 29日に大豆「東山

231号（すずみのり）」播種し、対照の「ナカセ

ンナリ」と比較した。 

２ 栽培実証の結果 

⑴ 生育は順調で、湿害や病害等による生育不良

は見られなかった。  

⑵ 「東山 231号（すずみのり）」は「ナカセン

ナリ」よりも開花期で４～５日、成熟期で６～

７日早かった。 

⑶ 「ナカセンナリ」は主茎長が長くなり、６月

19日播種の一部で倒伏が見られた。 

⑷ 収量（子実重）は「ナカセンナリ」よりも「東

山 231号（すずみのり）」で多かった。 

いずれの品種も裂莢は少なかった。 

⑸ ６月 19日播種の実証ほで、10月 30日に「東

山 231号（すずみのり）」の収穫が行われ、11月

３日に小麦（「東山 53号（ハナチカラ）」）の播

種が行われ、その後順調に出芽し、小麦二毛作

への適性が示唆された。 

 

写真１「東山 231号（すずみのり）」実証ほ 
 
■今後の課題と対応 

 大豆作後の小麦の生育状況を調査し、二毛作

の有効性を検証する。また、地元の味噌加工業

者からの評価を受け、品種転換と栽培指導、新

規栽培者の掘り起こしを行う。 

（技術経営係 福本） 

大豆「東山 231号（すずみのり）」の 

現地栽培実証 
飼料米用としての「つきあかり」の栽培 
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■背景とねらい 

上伊那で栽培されている大豆は地域加工業者

による需要も高く生産拡大が望まれている。連

作ほ場を中心に雑草害や虫害による減収や品質

低下が問題となっている。そこで、安定生産及

び品質向上のために、宮田村で実証ほを設置し、

雑草対策及び虫害対策に取組んだ。 

■本年度の取組と成果 

１ 実証ほの設置 

⑴ 雑草防除試験 

耕起前に茎葉処理剤を散布したところ、播種

後２週間目で雑草発生量が大きく減少したこと

を確認した。 

⑵ 輪作の効果検証 

 連作ほ場と輪作ほ場（前年麦作）の雑草・虫

害発生量を調査したところ、輪作により発生が

低減し、収量が２倍となった。 

２ 指導会現地検討会、生産振興検討会の開催 

６月８日に栽培指導会（生産者８名、実需者

２名）、10月 13日に現地検討会（生産者 12

名）、３月３日に宮田村大豆生産振興検討会

（生産者 15名、実需者１名、大学関係者４

名）を開催した。本年度実施した試験の結果や

雑草対策について検討するとともに、大豆を取

り巻く様々な関係者間での意見交換を行い、宮

田村での大豆生産振興に力を入れることで合意

した。 

 
写真１ 宮田村大豆生産振興検討会の様子 

■今後の課題と対応 

 本年度得られた結果を踏まえ、大豆の栽培技

術向上に向け生産者への指導を徹底するととも

に、多発している難防除雑草の防除体系の検討、

及び水田活用を基本とした輪作推進ための排水

対策に取り組んでいく。 （地域第二係 山戸） 

 

 

 

■背景とねらい 

 スマート農業機器として普及し始めているド

ローンは水稲での利用は進んでいるが、他の農

作物での利用が進んでいない。 

そこで、今年度は麦、ねぎでのドローン利用

試験を行い、データを公表し水田農業経営体の

複合化推進を図る。 

■本年度の取組と成果 

１ ねぎのドローンによる除草剤散布 

 植物防疫協会の試験に合わせ、4月 19日にド

ローンによるねぎの除草剤「ゴーゴーサン細粒

剤Ｆ」の散布試験を駒ケ根市中沢で行った。散

布はドローンを所有しているねぎ農家に依頼し、

散布時間、散布制度、除草効果を調査し、有効

性を確認した。 

 

写真１ ドローンによるねぎの除草剤散布試験の様子 

２ ねぎのドローンによる除草剤散布 

 農薬の効果試験に合わせ、10 月 27 日にドロ

ーンによる大麦の除草剤「リベレータＧ」「バン

バン細粒剤Ｆ」の散布試験を駒ケ根市で行った。

散布はドローンを所有している市内の農業法人

に依頼し行った。除草効果は、越冬後に行う予

定である。 

３ 試験成績の情報提供 

 ドローンによるねぎ、大麦の除草剤試験を２

月９日開催の伊南地区認定農業者交流会で報告

し、成績に合わせ、注意点を説明し、受委託で

の利用推進を勧めた。 

■今後の課題と対応 

 ドローンの大豆等での利用も推進するため、

調査・試験・実演会を次年度行っていく。 

（地域第二係 菅澤） 

 

 

 

 

大豆の安定生産 
スマート農業技術導入による 

省力化 
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＜中山間地域農業ルネッサンス推進事業＞ 

■背景とねらい 

 駒ケ根市では、平成 19 年度に「信州ごまプロ

ジェクト」を立ち上げ、ごまによる６次産業化

を推進している。国産ごまの需要が高まり、地

元実需者からは更なる増産を要望されているが、

連作障害、高齢化等により栽培面積は減少して

きている。 

令和４年度からは転作推進も進めることから、

重点活動に取り上げ、作業改善、品種転換、連

作障害対策を重点的に取組んだ。 

 

■本年度の取組と成果 

１ 基本技術励行による収量確保 

⑴ 講習会の開催 

安定生産に向けた栽培講習会（土づくり、播

種、収穫、出荷調製等）の他、栽培反省会を開

催し、栽培技術の向上による反収・品質の向上

と面積拡大を図った。栽培反省会では、新品種

「信州駒黒」への期待と連作障害による減収対

策への課題と要望が多く出された。 

⑵ 栽培状況 

今年度は前年度に比較し、栽培面積は減少し

たが、播種時の降雨の影響が少なかったことや

新規栽培面積の増加などから単収は前年度より

多くなった。 

表 1 令和２年からの生産比較 

年度 生産戸数 栽培面積 出荷量 反収 

R2年度 34戸 7.24ha 3.7t 51.5kg 

R3年度 33戸 7.36ha 2.5t 34.1kg 

R4年度 33戸 5.79ha 3.1t 56.7kg 

 

２ 開花後の上部切断（摘芯）による収量・品

質向上効果と収穫作業の機械化検討 

全国的に行われている開花後の上部切断（摘

芯）による収量と品質への効果試験を実施し、

栽培反省会で結果を報告した（詳細は調査研究

の項目参照）。従来の岩手黒では若干の効果が確

認されたが、新品種の信州駒黒は上部に良好な

蒴果が付くことから、逆効果の結果となった。 

 収穫作業の機械化検討は、４条刈り機械が故

障したため、調査できなかったが、手収穫より 

 

 

 

 

は刈り払い機を使用した方が、効率的であるこ

とが確認された。 

 

写真１ 摘芯試験の収穫調査風景 

３ 新品種「新州駒黒」への移行 

令和３年に品種登録された「信州駒黒」の採

種を辰野町小野で開始し、栽培支援を行った。

今年度は 0.66a で 11.7 ㎏の収量があり、次年

度は希望者へ試験的に配布していくこととした。 

摘芯栽培試験において、「岩手黒」に比べ分枝

が少ないことが判明し、収量確保のため「信州

駒黒」に合った栽培指針作成のための試験を今

後行う。 

４ 新規栽培者の確保 

 駒ケ根市から上伊那全域に栽培の拡大を図る

ため、ＪＡ本所での栽培説明会と南部地区の新

規栽培希望者を対象とした説明会を開催し、新

規栽培者の確保を図った。 

 また、今年度新規就農した農家の重点指導を

行い、次年度更に面積拡大できるよう支援を行

った。 

 

■今後の課題と対応 

 今年度の反省会で出された連作障害対策とし

て、土壌分析結果からマンガン、ホウ素等微量

要素欠乏が見られたことから、微量要素肥料の

試験を行う。また、「信州駒黒」は従来品種と比

較し、倒伏や作業改善には効果があるが、分枝

が少ないため、減収となる可能性があることか

ら、「信州駒黒」にあった栽培指針作成のため試

験を行い、振興を図っていく。 

    （地域第二係 菅澤） 

 

 

 

      高収益作物（園芸品目）の導入推進と生産性向上 

          ごまの生産振興 
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■背景とねらい 

飯島町では、米に代わる高収益作物の推進と

して、サツマイモを選定している。しかし、飯

島町の環境に沿ったサツマイモ栽培マニュアル

が作成されておらず、推進に課題がある。そこ

で、飯島町で必要な栽培技術として、株間と栽

培期間について検討する。今年度は、焼き芋加

工に適した規格（200g～300g）に揃えるため試

験を行った。 

また、今年度から飯島町本郷地区でサツマイ

モ加工事業を開始したため、情報提供など活動

支援を行う。 

 

■本年度の取組と成果 

１ 株間と栽培期間の検討 

⑴ 取組内容 

本郷地区に、株間と栽培期間の組み合わせに

よる試験区を設置し、加工に適した規格の割合

が高くなる栽培法について検討した。 

⑵ 成果 

 株間 30cm・栽培期間 120日の区でもっとも加

工に適した規格の割合が高かった。 

 今回の試験から、株間を広くとるほどサツマ

イモが早く生育し、大きくなることがわかった。 

定植日が予定よりも遅くなった場合には、株

間を広げて生育を早め、予定した収穫日に希望

の大きさのサツマイモの割合を高めて収穫でき

ることが示唆された。 

表１ 株間と栽培期間と加工に適した割合の比較 

 
 

 

 

 

 

 

写真１ サツマイモ収穫調査の様子 

２ サツマイモ加工事業の活動支援 

⑴ 取組内容・成果 

本郷地区営農組合に対し、加工事業の検討会

議などで事業の申請方法や、今年度の栽培試験

の結果などの情報提供を適宜行った。 

また、サツマイモ加工の情報収集にあたり、

県外への視察を提案したが、新型コロナの影響

もあり実施は来年度へ持ち越しとなった。 

 

写真２ 加工事業検討会議の様子 

 

■今後の課題と対応 

 引き続き、サツマイモ栽培マニュアル作成の

ため、情報収集・試験を行うとともに、サツマ

イモ加工事業者へ事業計画に沿った情報提供を

行っていく。 

（地域第二係 青沼） 

 

 

株間 栽培期間 200g～300gの割合

100日 18.3%

110日 18.0%

120日 10.9%

100日 23.3%

110日 24.0%

120日 25.4%

100日 20.7%

110日 19.1%

120日 23.8%

20cm

30cm

40cm

高収益作物（園芸作物）の導入推進と生産性向上 

規格のそろったサツマイモ栽培方法の検討と加工事業支援 


